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１　芸術・文化振興
○主な事業
　①　第39回大分市民音楽祭

　平素から音楽活動を行っている団体に発表と鑑
賞の機会を提供し潤いと安らぎのある市民生活を
実現するために大分市民音楽祭を開催する。

昨年度実績
実　施　日　　平成25年２月24日（日）
場　　　所　　大分文化会館大ホール
出演団体数　　16団体
出 演 者 数　　192人
入 場 者 数　　850人

本年度実施予定
平成26年２月23日（日）
ホルトホール大分　大ホール

　②　第20回大分市芸能まわり舞台
　芸能活動に取り組む市民に、発表と鑑賞の機会
を提供することにより、伝統文化を継承し多様で
豊かな文化を創造する市民の育成をめざすととも
に参加団体相互の情報交換と親睦を図る。

昨年度実績
実　施　日　　平成25年２月３日（日）
場　　　所　　大分文化会館　大ホール
出演団体数　　10団体・子ども舞台
入 場 者 数　　1747人

本年度実施予定
平成26年２月２日（日）
ホルトホール大分　大ホール

　③　第48回大分市美術展
　美術の各分野における市民の創作活動を促進
し、発表と鑑賞の機会を提供することによって、
多様で豊かな文化を創造する市民の育成をめざ
す。

昨年度（24年度）実績
平成25年３月１日（金）～３月24日（日）
大分市美術館
出品数　486点

本年度予定
平成26年２月28日（金）～３月23日（日）
大分市美術館

大分市民音楽祭

芸能まわり舞台

市美展
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２　文　化　財
⑴　平成24年度文化財主要事業

　文化財は、郷土の先人たちが営々として築き上
げ、また守り育ててきた貴重な文化遺産である。私
たちは身近な郷土の文化財をとおして、先人たちの
すぐれた生きざまを学びとり、あるいは環境のたく
みな利用法に接して、私たちの生活文化をより豊か
なものにすることができる。その保護・保存と活用
は、先人への敬愛の念と自然への畏敬の態度を養う
原点でもあり、そしてこれの子孫への継承は、私た
ちの負うべき責務の一つでもある。
　本市では、文化財保護法の主旨にのっとり、文化
財の保護・保存と活用を図るために調査・保存・指
定・管理・公開等の事業を推進しながら「文化財を
活かした」都市づくりを展開している。

①　埋蔵文化財発掘調査
　駅周辺総合整備事業、区画整理事業、宅地造成
事業など公共・民間の各種開発等にともなう事前
審査や発掘調査を実施。遺跡の確認、記録保存、
現状保存等の措置を講じている。
　埋蔵文化財にかかる、平成24年度の調査成果は
次表のとおりである。

遺　　跡　　名 備考（時代）
下郡遺跡群　148次 中世
高松東遺跡 古代
城原・里遺跡第14次　　 弥生～古代
中世大友府内町跡第97次 中世
府内城・城下町跡第22次 近世
古国府遺跡群第17次 古代
上野遺跡群第16次 古代
中世大友府内町跡第100次 中世
横尾遺跡第149次 弥生
今市宿場跡・石畳跡 近世　
大道遺跡群第42次 古墳
大分元町石仏第2次 中世
古国府遺跡群第18次 古墳
大友氏館跡第28次 中世
府内城・城下町跡第23次 近世
羽田遺跡第10次 古墳
羽田遺跡第11次 弥生～古墳

　②　文化財保存整備事業
ア　大友氏遺跡事業

ア　保存地区範囲確定のための試掘確認調査
（国庫・県補助事業）

イ　大友氏遺跡公有化
　平成24年度は建物等移転補償契約を３物件
について締結済である。

ウ　啓発活動
○「よみがえる宗麟の栄華」ＤＶＤ販売
　 　平成20年度に作成したＤＶＤ「よみがえ

る宗麟の栄華」と教師用解説書を小学校に
配布したところ、販売を要望する声が多数
寄せられたため、一般向けの解説書を作成
してＤＶＤを販売することにした。

○「大友宗麟」副読本作成
　 　平成24年７月にプロポーザル方式により

審査を行い、副読本製作業者を決定した。
その後、計５回の編集委員会を開催し、業
者を交えて副読本の内容について検討を重
ねた。今後は、24年度中の副読本完成、25
年５月の市内小学校への配布を目指す。

○大友氏遺跡フェスタ2012
　 　本年で12年目を迎える大友氏遺跡フェス

タ2012は、別府大学文化財研究所と「おお
いた応援隊大友歴史保存会」との共同開催
で行った。発掘調査現地説明会をはじめ、
「大航海時代と豊後府内」をテーマにシン
ポジウムを開催した。また、初めての試み
として城址公園内の生活文化展において、
大友氏遺跡を紹介するパネルのブースを設
置した。

　開催期間：平成24年10月６日～７日
　参加人数：
　中世大友府内町跡現地説明会　　　150名
　大友氏遺跡シンポジウム　　　　　148名
　生活文化展：大友氏遺跡ＰＲブース880名
　　　　　　　 　　合計　　　　　1,178名

イ　文化財の保存修理事業（平成24年度）
ア　国指定史跡「大分元町石仏」保存整備事業

　赤外線サーモグラフィーによる劣化評価
（解析）・間欠撮影・温湿度測定・岩石表面
温度調査・壁面蒸発量調査・表面水分量調
査・含水量調査・水位調査・覆屋経年調査
（日照応急対策）・測量調査（３次元測量図
化）・周辺植生調査（樹木伐採）を実施し、
保存修理に必要なデータを収集・報告する。

イ 　県指定有形文化財　教尊寺「経蔵・輪蔵」
保存修理事業
　経蔵は、露盤宝珠及び隅鬼瓦製作と設置、
壁塗り工事、建具工事、輪蔵は漆塗り、経櫃
の取り外し、金箔仕上げ、彩色復元を実施。
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ウ　県指定有形文化財「早吸日女神社本殿」
　市指定有形文化財「早吸日女神社神楽殿」
保存修理事業
・本殿（県指定）
　 　劣化塗装部分除去し塗装する。金具につ

いては、メッキによる補修。桧皮屋根の劣
化が著しいため、全面葺き替えまで金属板
（ガルバニウム合金）にて被覆する。

・神楽殿（市指定）
　 　劣化塗装部分除去し塗装を実施。現在使

用されている瓦の調査を実施し、葺き替え
を行った。

ウ　文化財の新規指定（平成24年度）
ア　市指定無形民俗文化財「二目川の百手祭り」

　平成25年１月11日　指定
　毎年１月20日開催。「的矢の儀」など伝統
的な形態をよく継承している。

③　文化財愛護活動
　郷土の文化財に愛着をもち、研さんを深めなが
ら保護、継承等に努力し、地域づくりへの貢献を
目的としている以下の各団体に指導・助成を行っ
ている。

団　　　　　体　　　　　名

愛
護
少
年
団

丑　　　殿
愛
護
団
体

大在地区文化財研究会常　　　行
国　　　分 坂ノ市地区郷土史愛好会
宮　　　苑 大南地区文化財同好会
森　　　岡 鶴崎地区文化財研究会本　神　崎

⑵　各種委員会の開催
　①　大分市文化財保護審議会

　大分市文化財保護審議会条例により設置。文化
財の保存及び活用に関する重要事項について調
査、審議することを目的とする。年２回開催。
　平成24年度は、文化財行政の報告および計画、
市指定文化財の指定について審議した。

　②　高崎山管理委員会
　大分市高崎山自然動物園においてニホンザルの
学術研究を行う場合における手続に関する要綱の
制定及びその運用について協議を行った。

　③　おおいた地域伝統文化応援事業選考委員会
　大分市内に守り伝えられてきた伝統文化の継
承・再興及び発展を通じ、世代間の交流の増進や
地域の活性化を図ることを目的とする。
　募集に申請した７団体について審査し選考を行
い、６団体を事業認定した。平成24年度は、６月
29日（金）に選考委員会を開催、６団体に助成を
行なった。

　④　大分元町石仏調査委員会
　４回の調査委員会を開催し、環境調査の内容に
ついて協議を行った。

⑶　普及・愛護の啓発活動
①　文化財防火デーに係る防火訓練の実施

　昭和24年１月26日に法隆寺金堂壁画が焼損した
ため、この日を文化財防火デーと定め、文化財を
火災、地震その他の災害から守るため、文化財防
火訓練を展開し、文化財愛護思想の高揚を図る。
　平成24年度は、平成25年１月23日（水）に国指
定重要文化財「木造大日如来坐像」を所有する金
剛宝戒寺で、地元自治会の協力を得て、大分中央
消防署と共同で通報訓練、初期消火訓練、放水訓
練を行なった。　参加者 73名

「大日堂」への放水訓練

住民によるバケツリレー



－ 76 －

文 化 財

②　講師の派遣
　学校や公民館、一般団体の依頼により、文化財
や地域の歴史等について、講師の派遣を行ってい
る。
　平成24年度の実績は下記のとおり

依　頼　先 件　　数
市　　内 6
市　　外 0
合　　計 8

⑷　収蔵・公開施設
施設名 毛利空桑遺品館

所在地 〒870-0101
　大分市鶴崎381番地の1

電　話 097-521-4893

休館日
毎週月曜日（月曜日が祝日の場合翌日）
但し毎月第１月曜日は開館し翌日休館
年末年始（12/28 ～ 1/4）

概　要

　鶴崎在住の肥後藩士。儒者、教育家とし
て家塾知来館・郷校成美館などで子弟を教
育し、また勤皇家としても活動した毛利空
桑の偉業をしのぶため、彼の遺品を収蔵、
展示したものである。居宅天勝堂と知来館
に隣接する。昭和60年改築。

平成24年度入館者数
大　人 4,496人
小　人 625人
合　計 5,591人

施設名 池見家住宅

所在地 〒870-0315
　大分市大字佐野　佐野植物公園内

電　話 なし（問合せは文化財課へ）

休館日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合翌日）
年末年始（12/28 ～ 1/3）

概　要

　江戸時代、原村・久土村を統轄する臼杵
藩丹生原組の庄屋を勤めた池見家の邸宅
で、市内では最古の民家として歴史的な価
値を持つものであり、また、普通の民家と
は違って庄屋住宅としての構造をよく伝え
た建物で、建築史の上からも注目される。
平成３年佐野植物公園内に移築復元。

平成24年度入館者数
大　人 4,742人
小　人 2,078人
合　計 6,820人

施設名 海部古墳資料館

所在地 〒870-0303
　大分市大字里646番地の1

電　話 097-524-2300 FAX 097-524-2301

休館日
毎週月曜日（月曜日が祝日の場合翌日）
但し毎月第１月曜日は開館し翌日休館
年末年始（12/28 ～ 1/4）

概　要

　国指定史跡「亀塚古墳」のガイダンス施
設として広く古墳文化を案内する施設。展
示室には、実物資料や複製品のほか、大型
ジオラマ、市内の古墳復元模型を展示し、
楽しみながら学べる資料館です。
平成12年４月開館。

平成24年度入館者数
団　体 5,501人
個　人 14,449人
合　計 19,950人

施設名 大友氏遺跡体験学習館

所在地 〒870-0843
　大分市大字大分4257番地の1

電　話 097-544-5011 FAX 097-544-5011

休館日

毎週月曜日（月曜日が祝日の場合翌日）
但し毎月第１月曜日は開館し翌日休館
祝日の翌日（土・日曜日の場合開館）
年末年始（12/28 ～ 1/4）

概　要

　国指定史跡「大友氏遺跡」の内容と発掘
調査への理解を深めてもらうために、設置
した施設。調べ学習の資料や、体験学習の
メニューを揃え、研修室では、40名が活動
を行える。平成20年４月開館。

平成24年度入館者数
団　体 9,423人
個　人 1,704人
合　計 11,127人
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⑸　指定・選択文化財　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年４月１日現在
　①　国指定
　　ア　重要文化財

名称または物件 所在地 所 有 者 ま た は
管 理 団 体 指定年月日 摘　　　　要 参　　考

太 刀 八 幡 柞 原 八 幡 宮 昭25. 8.29 銘　国宗　長さ　75.8cm 鎌倉時代
太 刀 〃 〃 〃 銘　源国（以下一字並年号不明）長さ  108㎝ 　〃
薙 刀 直 し 刀 〃 〃 〃 銘　表「国重八幡大菩薩」裏「天満大自在天神」 鎌倉時代末期～南北朝時代
銅 造 仏 像 〃 〃 〃 社伝　阿弥陀如来立像 金剛仏

重さ11.25㎏　像高30.3㎝ 白鳳時代
木造普賢延命菩薩坐像 〃 大 山 寺 昭50. 6.12 榧材　像高　87.7㎝ 平安時代
後 藤 家 住 宅 杵 ヶ 原 個 人 所 有 昭50. 6.23 18世紀中頃の庄屋の母屋　寄棟造り　茅葺 江戸時代
白 壇 塗 浅 葱 糸 威 腹 巻
兜・ 大 袖・ 小 具 足 付 八 幡 柞 原 八 幡 宮 昭55. 6. 6 胴高　32.3㎝  草摺高  28.5㎝　兜鉢高  18.0㎝ 室町時代末期
木 造 大 日 如 来 坐 像 上 野 丘 金 剛 宝 戒 寺 平 3. 6.21 文保２（1318）康俊作　檜材寄木造

像高　303.8㎝ 鎌倉時代
柞 原 八 幡 宮 文 書 八 幡 柞 原 八 幡 宮 〃 柞原宮領関係史料（213通）　元和７年 平安・鎌倉・南北朝・室

町・江戸
帆 足 家 伝 来
田 能 村 竹 田 関 係 資 料 美 術 館 大 分 市 平 6. 6.28 紙本墨画淡彩花卉図外25点 江戸時代
柞 原 八 幡 宮 八 幡 柞 原 八 幡 宮 平23. 6.20 本殿・東宝殿・西宝殿・申殿・拝殿・楼門・東回廊・

西回廊・西門・南大門の10棟 江戸～明治

　　イ　史　跡
豊 後 国 分 寺 跡 国 分 大 分 市 昭 8. 2.28 国分僧寺　追加指定（昭58.9.8  昭61.5.28） 奈良時代
大 分 元 町 石 仏 元 町 〃 昭 9. 1.22 日羅または仁聞の作と伝えられる

保存修理　昭46，52，53，61年以降 平安時代
高 瀬 石 仏 高 瀬 〃 〃 石窟を彫り込み奥壁に東を向いて彫られる 平安～鎌倉時代
千 代 丸 古 墳 宮 苑 〃 昭 9. 5. 1 装飾古墳　横穴式石室 古墳時代後期
築 山 古 墳 本 神 崎 八 幡 神 社 昭11. 9. 3 前方後円墳　箱式石棺 古墳時代中期
古 宮 古 墳 三 芳 大 分 市 昭58. 5.11 石棺式石室墳　九州では他に例なし 終末期古墳（７世紀）
亀 塚 古 墳 里 〃 平 8. 3.28 前方後円墳　全長約116ｍ 古墳時代中期
大 友 氏 館 跡 顕 徳 〃 平13. 8.13 九州六国を支配した大友宗麟を全盛期とする戦国大

名・大友氏の拠点方二町（200ｍ四方） 戦国時代
横 尾 貝 塚 横 尾 〃 平21. 2.12 縄文時代の集落の移り変わりが復元できる。縄文時代

からの地形と自然がよく残されている。 縄文時代

　　ウ　天然記念物
柞 原 八 幡 宮 の ク ス 八 幡 柞 原 八 幡 宮 大11. 3. 8 自生のクス　樹高約30m　幹囲約18.5m
高 崎 山 の サ ル 生 息 地 神 崎 大 分 市 昭28.11.14 都市近郊における日本猿の自然的集団
オ オ サ ン シ ョ ウ ウ オ 神 崎 ㈱ マ リ ー ン

パ レ ス 昭27. 3.29 広島市安佐動物公園より譲渡 特別天然記念物

　　エ　無形民俗文化財（選択）
鶴 崎 踊 鶴 崎 鶴 崎 お ど り

保　 存　 会 昭61.12.17 記録保存の措置を講ずべきものとして選択

　　オ　登録文化財
大 分 銀 行 赤 レ ン ガ 館（ 旧
二十三銀行本店・旧府内会館） 府 内 町 ㈱ 大 分 銀 行 平 8.12.20 鉄筋コンクリート造２階建　スレート及び瓦棒葺 大正２年（1913）
太 田 缶 詰 工 場 主 屋 白 木 個 人 所 有 平11. 6. 7 木造２階建　寄棟造　洋風の玄関特徴　接客用座敷や

和室の居住部分と工場事務室併設 明治39年（1908）
太 田 缶 詰 工 場 土 蔵 〃 〃 平11. 6. 7 切妻造の２階建て　外壁漆喰仕上げ 　〃
太 田 缶 詰 工 場 石 倉 〃 〃 平11. 6. 7 外壁周りを石造　軒周り漆喰仕上げ　

正面左右に２つ出入り口があるのが特徴 大正期
荻 本 家 住 宅 主 屋 坂 ノ 市 個 人 所 有 平17. 7.12 木造平屋建一部二階建  瓦葺  建築面積244㎡ 江戸末期
帆 足 家 分 家 住 宅
「 松 石 不 老 館 」 主 屋 中 戸 次 個 人 所 有 平17.11.10 入母屋造、桟瓦葺、木造２階建　通り土間をもつ商家

建築の形式 明治39年（1908）
帆 足 家 分 家 住 宅
「 松 石 不 老 館 」 新 座 敷 〃 〃 〃 寄棟造、桟瓦葺、木造平屋建　南側に広縁をとり中庭

を望む　門及び塀は桟瓦屋根 明治中期
帆 足 家 分 家 住 宅
「 松 石 不 老 館 」 道 具 蔵 〃 〃 〃 切妻造、桟瓦葺、土蔵造２階建　切石積みの上に建つ

　海鼠壁 　〃
帆 足 家 分 家 住 宅
「 松 石 不 老 館 」 質 蔵 〃 〃 〃 切妻造、桟瓦葺、土蔵造２階建　切石積みの上に建つ

　海鼠壁　桟瓦屋根の板塀及び門　 　〃
帆 足 家 分 家 住 宅
「松石不老館」湯殿及び風呂 〃 〃 〃 湯殿を南北棟、風呂を東西棟とし、両棟が接して建つ

　寄棟及び入母屋の屋根、共に桟瓦葺 　〃
帆 足 家 分 家 住 宅
「 松 石 不 老 館 」 井 戸 上 屋 〃 〃 〃 切石積みの基壇の上に四方に柱を立て、切妻造、桟瓦

葺　切石を長方形の井桁に組む　 　〃
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帆 足 家 分 家 住 宅
「 松 石 不 老 館 」 穀 物 蔵 〃 〃 〃 切妻造、桟瓦葺、土蔵造２階建　引戸口２箇所　全長

に吹き放ちの下屋　切石積みの上に建つ 明治22年
帆 足 家 分 家 住 宅
「 松 石 不 老 館 」 味 噌 蔵 〃 〃 〃 切妻造、桟瓦葺、木造平屋建　下屋北側２間半分を壁

で囲む　切石積みの上に建つ 　〃　
帆 足 家 分 家 住 宅
「 松 石 不 老 館 」 裏 二 階 〃 〃 〃 寄棟  桟瓦葺 木造２階建  裏木戸中央に１間幅の観音

開きの木戸口 明治中期
帆 足 家 分 家 住 宅
「 松 石 不 老 館 」 門 〃 〃 〃 間口は2.7ｍ、棟門の形式　桟瓦葺、木造 両脇に塀を

続け、門脇に潜戸を設ける 　〃
帆 足 家 分 家 住 宅
「 松 石 不 老 館 」 塀 〃 〃 〃 切石積みの上に建ち、腰を下見板張り、上部を真壁

造、漆喰塗り ２箇所格子窓、桟瓦葺屋根 　〃
帆 足 家 本 家 住 宅
「 富 春 館 」 主 屋 中 戸 次 個 人 所 有 平18.11.29 木造二階建　一部平屋　入母屋造　桟瓦葺

南側中央式台玄関を設け　西側に一段高い座敷 慶応元年（1865年）
帆 足 家 本 家 住 宅
「 富 春 館 」 宝 蔵 〃 〃 〃 土蔵造二階建　切妻造　桟瓦葺　一階２室二階１室 

外壁漆喰ぬり 腰を海鼠壁 大正期
帆 足 家 本 家 住 宅
「 富 春 館 」 質 蔵 〃 〃 〃 土蔵造二階建　切妻造　桟瓦葺　一階２室二階１室 

外壁漆喰ぬり 腰を海鼠壁 大正５年頃
帆 足 家 本 家 住 宅
「 富 春 館 」 洋 館 〃 〃 〃 木造二階建　寄棟造 桟瓦葺　南側に洋室

東側に店舗を付属　モルタル壁　石造風 大正５年（1916）
帆 足 家 本 家 住 宅
「 富 春 館 」 離 れ 〃 〃 〃 木造平屋建　寄棟造　桟瓦葺　南側に廊下

北側中央に八畳座敷　書院風のつくり 昭和12年（1937）
帆 足 家 本 家 住 宅
「 富 春 館 」 表 門 〃 〃 〃 質蔵と洋館の間に建つ　二間幅の棟門　木造

切妻造　桟瓦葺　両脇に袖塀 江戸末期
帆 足 家 本 家 住 宅
「 富 春 館 」 中 門 〃 〃 〃 主屋式台玄関の西側　間口一間　木造腕木門

切妻造　桟瓦葺　両脇に袖壁 江戸末期
帆 足 家 本 家 住 宅
「 富 春 館 」 塀 〃 〃 〃 主屋南側の庭の南側と西側を囲い、質蔵北西隅から宝

蔵南まで延びる。南東隅に腕木門 大正期
浄 土 寺 本 堂 王子西町 浄 土 寺 平20.10.23 木造平屋建　入母屋造　本瓦葺　大規模な七間堂 嘉永２（1849）
浄 土 寺 庫 裏 〃 〃 〃 木造２階建  寄棟造妻入桟瓦葺　床つきの座敷・奥座敷 江戸後期・末期改修
浄土寺玄関及び渡廊下 〃 〃 〃 木造平屋建　本堂と庫裏を繋ぐ　入母屋屋根の玄関 江戸末期
浄 土 寺 大 弁 才 天 石 宮 〃 〃 〃 石造　庫裏の西北　庭園内に建つ　一間社流造 明治44年（1911）
浄 土 寺 一 伯 公 廟 〃 〃 〃 木造平屋建　入母屋造妻入桟瓦葺　松平忠直の墓碑を

安置する
江戸後期
大正14・昭和49移築

浄 土 寺 表 門 〃 〃 〃 木造　左右袖塀付　本堂正面に建つ四脚門 明治後期
昭和26改修49移築

浄 土 寺 北 門 〃 〃 〃 木造　瓦葺　柱上に皿斗を置き、その上に台輪をまわす 大正14年（1925）
昭和49年移築

植 木 家 住 宅 主 屋 王子中町 個 人 所 有 平22.5.20 木造２階建入母屋造　１階に出格子彫刻入持送り　市
内中心部に残る数少ない商家 安政元年（1854）頃

植 木 家 住 宅 離 れ 〃 〃 〃 入母屋造桟瓦葺　床・違棚・書院を構え意匠に凝る 昭和４年（1929）
植木家住宅離れ控えの間 〃 〃 〃 庇の意匠が数寄屋風　渡り廊下が付随する 昭和４年（1929）

　②　県指定
　　ア　有形文化財
柞原八幡宮文書附絵図 八 幡 柞 原 八 幡 宮 昭35. 3.22 絵図のみ 江戸時代
八幡宇佐宮御託宣集附裏書 〃 〃 〃 宇佐神宮に関する記録16巻と裏書２からなる

文明２年（1470） 室町時代
詫 摩 文 書 北 個 人 所 有 〃 合計11巻　286点の文書

嘉応元年（1169）～慶長16年（1611） 平安時代末期～江戸時代初期
都 甲 文 書 生 石 個 人 所 有 〃 合計４巻　90通 平安～江戸時代

刀 野 津 原 個 人 所 有 昭40. 3. 9 銘　貞行　　応永時代 室町時代前半
刀 府 内 町 個 人 所 有 昭43. 3.29 銘　平鎮教　　 長さ　 81.6㎝ 戦国時代（永禄年間）

木 造 不 動 明 王 坐 像 上 野 丘 金 剛 宝 戒 寺 昭44. 3.22 檜材　寄木造　像高　86.3㎝ 平安時代後期
木 造 不 動 明 王 立 像 八 幡 柞 原 八 幡 宮 昭45. 3.31  〃 　　　〃　 　像高  78.8㎝ 鎌倉時代末期～南北朝時代初期
木 造 女 神 形 坐 像 〃 〃 〃 樟材  一木造　像高　39.5cm 平安時代後期
木 造 菩 薩 形 坐 像 〃 〃 〃  〃　　　 〃　   像高  46.6cm 　〃
木 造 祖 師 形 坐 像 〃 〃 〃  〃　　　 〃　   像高  54.8cm 平安時代末期
板 彫 多 聞 天 立 像 〃 〃 〃  〃　　　 〃　   像高  78.4cm 鎌倉時代
板 彫 不 動 明 王 立 像 〃 〃 〃  〃　　　 〃　   像高  76.9cm 　〃
紙 本 著 色 由 原 八 幡 宮
縁 起 絵 巻 附 極 書 二 通 〃 〃 〃 絵　土佐光茂　　詞　青蓮院宮尊鎮法親王 室町時代
紺 紙 金 泥 増 壱 阿 含 経 〃 〃 〃 11紙　縦34cm、横64.2cm文和4年（1355）に尼法忍に

より施入 平安時代末期
山水蒔絵縁起絵巻納箱 〃 〃 〃 銘　元和八年中川秀征（岡藩２代藩主）寄進 江戸時代初期
紙本著色厩図六曲屏風一双 上 野 丘 円 寿 寺 昭46. 3.23 土佐派の画風春隻と秋隻（各）150.0×52.5㎝ 江戸時代中期
絹 本 著 色 柿 本 人 磨 図 〃 〃 〃 土佐信実筆の墨書あり　縦34.5㎝　横37.5㎝ 鎌倉時代後期

刀 横 尾 個 人 所 有 昭49. 3.19 銘　藤原統行
平成16年６月21日所有者変更による

太 刀 羽 屋 個 人 所 有 昭51. 3.30 銘　豊後国行平　（豊後刀の逸品である） 鎌倉時代
安 藤 家 刀 横 尾 個 人 所 有 昭54. 5.15 銘　豊州高田住大和大椽藤原貞行

平成16年６月21日所有者変更による
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中 間 石 幢 志 津 留 共 有 昭55. 4. 8 造立者の墨書銘あり　応永６年（1399）造立 室町時代
万 年 橋 寒 田 西 寒 多 神 社 昭55. 4. 8 文久２年（1862）建造（西寒多神社境内） 江戸時代
金 剛 宝 戒 寺 木 造
釈 迦 如 来 立 像 上 野 丘 金 剛 宝 戒 寺 昭57. 3.30 檜材　寄木造　像高161.6㎝ 鎌倉時代
豊 後 国 諸 検 地 帳 駄 原 県 教 委 〃 文禄２年（1593）７冊　他全82冊

平９年大分県立先哲資料館 安土桃山時代～江戸時代初期
太 刀 坂 ノ 市 個 人 所 有 昭63. 3.15 「豊州之住人直宗作　応永十八年□月十五日」銘 室町時代
木 造 聖 徳 太 子 立 像 上 野 丘 金 剛 宝 戒 寺 平 9. 3.25 檜材　寄木造　像高68cm 鎌倉時代後期～南北朝時代

刀 大 道 町 個 人 所 有 平10. 3.20 豊後国高田住藤原實行作 江戸時代
脇 差 〃 〃 〃 　　〃 　〃
築 山 古 墳 出 土 品 本 神 崎 築山古墳保存会 平10. 3.20 築山古墳出土品一括 古墳時代
絹本著色阿弥陀如来迎図 森 町 専 想 寺 平11. 3.23 １幅 室町時代
木 造 阿 弥 陀 如 来 立 像 〃 〃 〃 １躯 鎌倉時代
巴 形 銅 器 埋蔵文化財

セ ン タ ー 県 教 委 〃 考古資料 弥生時代
教 尊 寺（ ７ 棟 ） 〃 教 尊 寺 平11. 3.23 本堂・庫裡付玄関・書院・御殿・経蔵・鐘楼・山門 

江戸期の伽藍構成　建物の大方が現存 江戸時代
刀 常 行 個 人 所 有 平13. 4. 3 銘　平長盛（豊後刀の作風強く残す） 室町時代
刀 森 町 個 人 所 有 平13. 4. 3 銘文　平　長盛 平成19年７月24日　所有者変更で臼

杵市より 室町時代
木 造 聖 観 音 菩 薩 坐 像 八 幡 大 山 寺 平14. 3.29 樟材  一木造　像高　273.5㎝ 平安時代
木造十一面観音菩薩立像 永 興 臨 済 寺 〃 桧材　寄木造　像高　170㎝

平成18年5/18所有者変更 　〃
早 吸 日 女 神 社 総 門 佐 賀 関 早吸日女神社 平16. 3.30 切妻造　本瓦葺 江戸時代
早 吸 日 女 神 社 本 殿 〃 〃 〃 三間社流造　檜皮葺 　〃
早 吸 日 女 神 社 社 家
（ 小 野 家 住 宅 ） 〃 〃 〃 入母屋造　桟瓦葺 　〃
長 湯 横 穴 墓 群
第 ７ 号 墓 出 土 品

埋蔵文化財
セ ン タ ー 県 教 委 平17. 3.29 鹿角製刀装具装着鉄刀　他　計28点 古墳時代後期

木 造 地 蔵 菩 薩 立 像
（ 愛 宕 地 蔵 ） 青 石 妙蔵寺保存会 平17. 3.30 像高81.5㎝、材質檜、寄木造、彫眼、漆箔が施されている 鎌倉時代
絹 本 著 色 涅 槃 図 上 野 丘 金 剛 宝 戒 寺 平18. 3.31 縦212.3㎝　横214.5㎝ 鎌倉時代
木造聖徳太子二歳立像 勢 家 法 専 寺 平18. 3.31 .桧材寄木造　玉眼　像高68.2㎝ 鎌倉時代
銅 造 如 来 立 像 上 野 丘 金 剛 宝 戒 寺 平19. 3.30 総高16.3㎝ 像高15.1㎝ 銅鋳造製　鍍金あり 飛鳥～白鳳
大 志 生 木 宝 篋 印 塔 十 谷 西 岡 神 社 平21. 3.17 應安六年癸丑六年（1373）の銘。「塔供養」と刻まれ

ている。平成21年大分市指定から県指定へ 南北朝時代
王 ノ 瀬 石 棺 大分市海部

古墳資料館 共　　　 有 平24. 3.13 家形石棺　辻古墳の主体部が王ノ瀬石棺だった可能性が高い。 古墳時代中期

　　イ　史　跡
丑 殿 古 墳 賀 来 丑 殿 神 社 昭30. 5.28 横穴式石室　家形石棺（昭47年保存施設） 古墳時代後期
脇 蘭 室 墓 鶴 崎 大 分 市 昭32. 3.26 墓碑　表面に高弟帆足萬里による　「文教脇先生墓」の六字 江戸時代
楠 木 生 石 造 五 重 塔 下 戸 次 個 人 所 有 昭34. 3.20 銘　延文五年（1360）庚子三月十七日 南北朝時代
府 内 城 跡 大 手 町

荷 揚 町 大 分 市 昭38. 2.15 石垣、土塀、堀、櫓２、櫓跡１ 江戸時代
曲 石 仏 付 双 塔
（ 五 輪 塔 ）・ 磨 崖 連 碑 曲 共 有 昭41. 3.23 磨崖仏　石窟内に丸彫りの像や陽刻の像が安置される

（昭47年補修） 平安時代末期～室町時代
口戸磨崖仏附磨崖五輪双塔 口 戸 個 人 所 有 昭44. 3.22 宇佐八幡宮と関連ある磨崖仏 鎌倉時代末期～室町時代
毛利空桑旧宅及び塾跡 鶴 崎 大 分 市 昭45. 3.31 空桑私宅「天勝堂」塾「知来館」安政４年（1857）一

緒に建設　遺品館に遺品陳列 江戸時代
岩 屋 寺 石 仏 古 国 府 円 寿 寺 〃 国指定解除物件 鎌倉時代～室町時代
参 勤 交 代 道 路 今 市 大 分 市 昭47. 3.21 幅2.1ｍ　長さ660ｍの石畳 江戸時代
蓬 萊 山 古 墳 庄 ノ 原 共 有 昭56. 3.31 前方後円墳　全長60m 古墳時代前期
毛 利 空 桑 墓 常 行 共 有 昭62. 6.29 墓碑「日本国儒者毛利到墓」と大書　陰刻

昭36.3.14指定後地番誤記判明昭62.6.29再指定 江戸時代
小 牧 山 古 墳 群 松 岡 大 分 市 平23. 3.29 方墳３　円墳２　前方後円墳１　　保存状態良好 古墳時代

　　ウ　無形民俗文化財（選択）
賀 来 神 社 卯 酉 の 神 事 賀 来 共 有 昭33. 3.25 記録保存の措置を講ずべきものとして選択「賀来の市」
鶴 崎 踊 鶴 崎 鶴 崎 お ど り

保 存 会 昭56. 3.31 記録保存の措置を講ずべきものとして選択
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　　エ　天然記念物
名称または物件 所在地 所 有 者 ま た は

管 理 団 体 指定年月日 摘　　　　要 参　　考
高 島 の ビ ロ ウ 自 生 地 高 島 大 分 市 昭30. 5.27 １株
高島のウミネコ営巣地 〃 〃 〃 400羽程度　５月～８月中旬に営巣

　③　市指定
　　ア　有形文化財
熊 野 権 現 縁 起 絵 巻 津 守 熊 野 神 社 昭49. 1. 9 松平忠直の遺品　全13巻（熊野神社） 江戸時代
神 庫 寒 田 西 寒 多 神 社 〃 校倉造　応永15年（1408）

明治19年改修　（西寒多神社境内） 室町時代
鳥 居 王 子 町 王 子 神 社 〃 寛政８年（1796）　２月建立（王子神社境内） 江戸時代
刀 （ 大 ・ 小 ） 府 内 町 個 人 所 有 〃 毛利空桑所持刀　　刀　長さ　89.5㎝

　　　　　　　　脇差　長さ　59.0㎝
刀　　室町時代
脇指　江戸時代

刀 歴史資料館 大 分 市 〃 表銘　豊府家士神弧丸盛利行年七十才作
裏銘　天保９年戊戌２月■日任望角幸安鍛　天保９年（1838） 江戸時代

円寿寺相伝文書及び大友資料 上 野 丘 円 寿 寺 昭51. 8.24 開基道勇置文以下15件内
大友関係資料　１巻12通 鎌倉時代～室町時代

大 般 若 経 本 附 納 函 〃 〃 〃 寛正４年（1463）　寄進 室町時代
御 城 下 絵 図 歴史資料館 大 分 市 昭56. 8. 1 府内藩主が府内城下から「浜の市」を見物に行く行列

を中心に絵巻物仕立てで描いたもの 江戸時代
十 一 面 観 音 立 像 国 分 国 分 寺 〃 桜材　寄木造　像高　106.2㎝　藤原仏の特徴 平安時代後期
万 寿 寺 石 造 国 東 塔 金 池 万 寿 寺 昭56. 8. 1 国東地方に発達した宝塔の一種 鎌倉時代
紙本著色隠元・木庵・即非三
幅対像附絹本淡彩蘆葉達磨図 田 室 長 福 寺 昭62. 3.20 黄檗宗三禅師肖像画と達磨図

寛文元年（1661）製作 江戸時代
波 奈 之 丸 屏 風
（ 厳 島 神 社 図 ） 歴史資料館 個 人 所 有 平 2. 7.16 御座船波奈之丸に置かれた屏風 江戸時代前期
熊本藩船鶴崎入港船絵馬 東 鶴 崎 劔 八 幡 社 平 3. 3.27 熊本藩の参勤交代船の模様を描いた絵馬

［寛政10年（1798）］ 江戸時代
岡藩船三佐入港船絵馬 三 佐 野 坂 神 社 〃 岡藩の参勤交代船の模様を描い絵馬

［文化10年（1813）］ 　〃
府 内 藩 校 遊 焉 館 絵 図 歴史資料館 弥 栄 神 社 平 6. 2.28 遊焉館の学習風景を描いた絵図 江戸時代末期
帆 足 本 家 酒 造 蔵 中 戸 次 大 分 市 平11. 3.23 酒造過程のわかる木造建築物 明治～大正
脇 指 府 内 町 個 人 所 有 平16. 3.31 銘文　表　豊州藤原友行　

　　　裏　貞治七年三月日（1368） 南北朝時代
刀 森 町 個 人 所 有 平16. 3.31 銘文　表　豊後国高田住次右衛門藤原統行　

　　　裏　明暦元年九月吉日（1655） 江戸時代初期
刀 永 興 個 人 所 有 平16. 3.31 銘文　表　長谷部國重　　相伝の名門の一派

「府内國重」とも呼ばれる 室町時代後期
木造宝冠釈迦如来座像 太　 田 個 人 所 有 平17. 3.31 桧材　寄木造　像高68.5㎝ 南北朝時代
木 造 毘 沙 門 天 立 像 恵  良 西 福 寺 〃 桧材　寄木造　像高65㎝ 江戸時代前半
木 造 薬 師 三 尊 立 像 本　 町 福 城 寺 〃 桧材　一木彫成 室町時代前半
銅 造 観 音 菩 薩 立 像 今　 市 安 楽 寺 〃 銅製の像　像高26.2㎝　懸仏 鎌倉時代後半
丸 山 八 幡 神 社 楼 門 〃 丸山八幡神社 〃 享保５年（1720）入母屋造　３回修理 江戸時代
木 造 地 蔵 菩 薩 立 像
（ 愛 宕 地 蔵 ） 本 神 崎 八 幡 神 社 〃 像高96.8㎝、台高36.5㎝、材質檜、寄木造、玉眼入り

で彩色が施されている 江戸時代初期
大 平 文 書 大 平 個 人 所 有 〃 数少ない肥後細川藩領の地方文書

近世文書と近代文書に二大別される 江戸時代～明治時代
若 林 文 書・ 系 図 一 尺 屋 個 人 所 有 〃 大友氏の水軍として活躍した若林家の文書。国立歴史

民俗博物館所蔵若林文書と兄弟文書である。 戦国時代
早 吸 日 女 神 社 石 鳥 居 佐 賀 関 早吸日女神社 平17. 9.27 寛永17年（1640）６月の刻銘

熊本藩主細川忠利の寄進 江戸時代初期
早 吸 日 女 神 社 神 楽 殿 〃 〃 〃 文政10年（1827）以降、元の半分の規模で現在地に移

築大正４年改築切妻造本瓦葺 江戸時代後期
早 吸 日 女 神 社 拝 殿 〃 〃 〃 宝暦13年（1763）６月細川重賢建立

嘉永３年（1850）改修　入母屋造本瓦葺 江戸時代中期
熊本藩船佐賀関入港船絵馬 〃 〃 〃 藩主が参勤交代時に座乗する御座船の図で、描写法や

画材などから江戸末期の作品 江戸時代末期
西 谷 橋 大 平 大 分 市 〃 文政７年（1824）甲申３月臼杵大野の石工、新左エ門・

友蔵によって構築架橋 江戸時代後期
西 福 寺 宝 篋 印 塔 恵  良 西 福 寺 平17. 3.31 宝篋印陀羅尼経を納めた供養塔　総高258.5㎝ 室町時代
福 城 寺 逆 修 石 幢 本　 町 福 城 寺 〃 大永６年（1526）の銘 戦国時代
福 城 寺 宝 塔 〃 〃 〃 総高244.5㎝ 南北朝時代後半
山の川石造宝塔・宝篋印塔 入 蔵 個 人 所 有 〃 どちらも溶結凝灰岩製 室町時代前半
摺 石 幢 摺 個 人 所 有 〃 総高226㎝　八角形 戦国時代
原 村 石 幢 原 村 個 人 所 有 〃 安山岩製　総高269㎝ 室町時代後半
地 福 寺 宝 塔 福 宗 地 福 寺 〃 ２基並立　向かって右184㎝、左176㎝ 室町時代中期
地 福 寺 石 幢 〃 〃 〃 明和８年（1771）の銘　凝灰岩製 江戸時代中期
永冨家逆修碑（３基） 新  町 個 人 所 有 〃 生前に供養する供養石塔　慶長５年（1600）の銘 安土桃山時代末期
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名称または物件 所在地 所 有 者 ま た は
管 理 団 体 指定年月日 摘　　　　要 参　　考

宝泉寺大乗妙典一字一石塔 竹 屋 個 人 所 有 〃 総高215㎝　享保12年（1727）の銘 江戸時代
霊 山 寺 　 山 門 岡 川 霊 山 寺 平19. 8.12 木造・銅板葺・三間一戸二重門。禅宗様の特徴が表れ

ている。古文書より寛永15年（1638）建築。 江戸時代
常 楽 寺 文 書 岡 川 常 楽 寺 平19. 8.12 大友松野家系図・大友歴代の記載が豊富 少弐頼尚施

行状写・毛利輝元書状写…政治状況 中世・近世
光 西 寺 真 宗 関 係 資 料 末 広 町 光 西 寺 平19. 8.12 六字名号・親鸞聖人像・方便法身像・親鸞聖人絵伝　

六字名号は蓮如真筆 室町・江戸時代
水 分 神 社 銅 鉾 横 尾 水 分 神 社 平20.12.4 完形品と残欠２個　精巧な鋳上がりで埋納されていた

　北部九州で鋳造　
弥生時代中期末～

弥生時代後期前

伝岩屋遺跡出土銅戈・石戈 歴史資料館 銅戈・大分市教委
石 戈・ 個 人 所 有 〃 銅戈は、細形銅戈で我が国初期鋳造品

石戈は、遠賀川流域で製作された可能性 弥生時代中期
勝光寺華南三貼花文五耳壺 歴史資料館 勝 光 寺 平21.12.16 深い光沢のある緑色を基調とした優品 安土桃山時代
大分市内出土　青銅破鏡 歴史資料館

埋蔵文化財センター
大 分 市 教 委
大 分 県 〃 漢鏡 弥生時代後期～後期終末

原 田 家 宝 篋 印 塔 福 宗 個 人 所 有 平22.12.17 総高147㎝　安山岩製　四方仏の尊影を浮き彫りにし
ている。 室町時代

大分市内出土　青銅器 歴史資料館 大 分 市 教 委 〃 青銅製ヤリガンナ、小銅鐸 弥生時代中期～後期
「 天 長 九 年 尼 寺 」
「 尼 寺 」 墨 書 土 器 ３ 点 歴史資料館 大 分 市 教 委 平23.12.19 豊後国分寺西側より出土。国分尼寺の位置を推定する

資料。 平安時代

　　イ　史　跡
大 友 頼 泰 墓 岡 川 常 楽 寺 昭49. 1. 9 五輪塔　高さ176㎝　大友氏三代  延享元年（1744）

以降　　H19/6/4所有者修正 江戸時代
丹 生 遺 跡 丹 生 大 分 市 〃 昭和37年～ 42年にかけて、６次にわたって調査 旧石器時代
滝 尾 百 穴 横 穴 古 墳 群 羽 田 共 有 〃 横穴古墳群 古墳時代後期
伽 藍 石 仏 永 興 個 人 所 有 〃 仏像の配列に特徴あり 鎌倉時代～室町時代
府 内 城 跡 荷 揚 町 大 分 市 平 7. 2.17 県指定部分を除く城地 江戸時代
佐 藤 家 墓 地 五 輪 塔 群 前　 田 個 人 所 有 平17. 3.31 材質すべて角閃石安山岩　完形41基 戦国時代～江戸時代初期
鶴 迫 磨 崖 仏 太 田 地 福 寺 〃 地蔵尊「火防（ひぶせ）の地蔵さま」と呼ばれる 安土桃山時代末期～

江戸時代初期

鶴 迫 磨 崖 連 碑 〃 個 人 所 有 〃 15基の板碑型の碑　永禄２年（1559）の銘 室町時代末期

　　ウ　無形民俗文化財
柞 原 太 鼓 八 幡 保 存 会 昭54. 6.14 柞原八幡宮の放生会「浜の市」に起源をもつ。
深 山 流　 伊 与 床 神 楽 端 登 神 楽 社 平12. 6.16 市内唯一の深山流の流れをもち、忠実に古様を伝えて

いる。

岡 倉 神 楽 下 原 保 存 会 平18. 3. 7 勇壮な神楽であり、活発に活動している。また、伝承
も計画的に行われている。 明治時代～

二 目 川 の 百 手 祭 り 二 目 川 保 存 会 平25. 1.11 毎年１月20日に開催。畳の上で的に矢を放つ儀式「的
矢の儀」をよく継承している 江戸時代（天文年間）～

　　エ　無形文化財
廻 栖 野 の 竹 細 工 技 術 廻 栖 野 保 持 者 ３ 名 平23.12.19 長いヒゴを使用した、青物系の竹細工技術。大分県在

来の古い技術。

　　オ　無形民俗文化財（選択）
羽 田 神 楽 羽 田 大 分 社 平17. 9.27 昭和45年創立と新しいが、庄内神楽の流れをくみ伝承

に熱心に取り組んでいる（選択） 昭和45年～

　　カ　有形民俗文化財
鯔 網 大 漁 光 景 図 絵 馬 佐 賀 関 早吸日女神社 平17. 9.27 明治45年に奉納された漁撈絵馬で当時の鯔網漁の様子

が詳細に描かれている 明治時代
漁 業 図 大 絵 馬 〃 〃 〃 明治35年に奉納された漁撈絵馬で珊瑚樹採取の船団を

描写している 明治時代
帆足本家酒造用具一式 中 戸 次 大 分 市 〃 多くの酒造用具が残され、それらは伝統的な民具で構

成されている（342点）H19/2/8大分市へ寄付 江戸時代末期～昭和47年

　　キ　天然記念物
オ オ イ タ サ ン シ ョ ウ ウ オ
お よ び 生 息 地 岡 川 霊 山 寺 昭49. 1. 9 希少種とされている　　（霊山寺境内）
ヤ マ フ ジ 寒 田 西 寒 多 神 社 〃 枝張り　東西約24m、南北約５mの範囲で広がる（西

寒多神社境内）

ク ス ノ キ 下 戸 次 八 幡 神 社 〃 高さ約20m　樹冠の広がり東西約33m南北45m（八幡
社境内）

柞 原 八 幡 宮 の 森 八 幡 柞 原 八 幡 宮 平 2. 9.12 自然林の残存林　柞原八幡宮境内林
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歴 史 資 料 館

３　大分市歴史資料館
大分市大字国分960番地の１

電話　549-0880
FAX　549-5766

⑴　運営方針
　市内を中心とした考古、歴史、民俗の各分野にわ
たる資料を公開展示するとともに、企画展示、テー
マ展示、各種の講座・講演会などを通して、広く市
民が郷土の歴史を学ぶ場をめざしている。また、学
校と連携して各教育課程に適応した歴史学習や体験
活動のプログラムを充実させ、職員が学校に出向い
て体験活動の指導を行う「移動歴史教室」を推進する。
　更に、大友氏関係及び同時代の歴史資料の調査研
究と収集を進め、郷土資料の保存・公開をはかり、
大分の歴史に関する情報を積極的に発信する。

⑵　施設の概要
昭和62年４月　開館
敷地面積　4380.00㎡　建築面積　　1889.60㎡
延床面積　2576.92㎡　展示室面積　 690.75㎡

⑶　展　　示
　原始から近世までの通史的展示と民俗資料の常設
展示をしている。各種の模型やイラスト、年表など
を多用し、平易で立体的な展示を行っている。ま
た、テーマ展示室を設け、テーマ毎に順次館蔵品等
を公開している。
①　１階ホール

　豊後国分寺七重塔復元模型（１／ 10）、市内の
石仏案内。

②　常設展示室
　第１展示室　 大分のあけぼの、大分の君と古墳

の時代、国分寺と律令の時代。
　第２展示室　大友宗麟と中世、近世の府内
　民俗展示室　 明治から昭和にかけての食卓風景

を中心に、その時代に使われた生
活道具をオープン展示。

③　テーマ展示室
　常設展示以外の館蔵資料を中心に年３回テーマ
に沿って展示。

④ 　子ども歴史学習コーナー及び自分史・家族史
コーナー
　子どもたちの調べ学習に利用できる歴史・郷土
史の本を設置。さらに、自分史・家族史の展示
コーナーを設置。

⑤　豊後国分寺跡の巡見
　七重塔跡・金堂跡の礎石や、整備された講堂・
食堂・回廊・中門跡をめぐり、奈良時代を追体験
しながらの散策が楽しめる。

⑷　企　画　展（平成25年度）
　①　第32回特別展

「南蛮屏風の世界　－描かれた都市の賑わい－」
会期　10月25日（金）～ 11月24日（日）
　　　（開館日数：28日）
内容　 大友宗麟が活躍

した時代、豊後
府 内 の 町 は、
堺・博多となら
ぶ日本を代表す
る国際貿易都市
であり、長崎と
同じようにポル
トガル船が寄港
する港湾都市で
もあった。

　　　 こうした戦国時
代の貿易都市の様子を伝える「南蛮屏風」
には、ポルトガル商人や宣教師をはじめ、
色々な人々が行きかう様子や異国から持ち
込まれたさまざまな文物、異国情緒あふれ
る町の様子などが描かれている。

　　　 本特別展では、南蛮屏風に描かれている
「人」「物｣「町」の様子を、南蛮関係資料
や豊後府内をはじめ各地の遺跡などからの
資料を通じてを紹介する。

②　テーマ展示（平成25年度）
第１回「古文書にみる大友の家臣たち」
会期　４月20日（土）～６月30日（日）
内容　 大友氏が戦国大名として勢力を広げた背景

には、多くの家臣たちの存在がある。様々
な役割をなった家臣たちの様相を古文書か
ら紹介する。

第２回「江戸の愛好家」
会期　７月13日（土）～ 10月６日（日）
内容　 江戸時代の学問や技術など様々な分野で進

展を支えた、この時代に生きた愛好家（好
事家）の功績やこだわりなどを紹介する。

第３回「大分の土器48選」
会期　12月21日（土）～３月30日（日）
内容　 遺跡から掘り出された様々な時代の「土器」

について、歴史的背景やその土器自体が持
つ芸術性・美的感性などを紹介する。

③　まちかど歴史展示館
　大分の歴史や地域特有の文化財を紹介するた
め、市民学芸員や地域住民と協働して移動展示を
行う。
　今年度はホルトホール大分や各地域にある支所
を巡回して、大友宗麟公に関連したパネルや資料
等を展示する。

南蛮屏風　部分（模写）　
原品：神戸市立博物館
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⑸　各種講座（平成25年度）
講　座　名 期　　間（開催日時） 定員 内　　　　　容 備考

ふるさとの
歴史再発見・考古のコース ４月～６月

計６回
原則
第２・第４
土曜日
午後２時～
３時30分

70名 大分県内の発掘調査にかかわる報告 有料

ふるさとの
歴史再発見 ・歴史のコース ７月～９月

計５回 70名 郷土大分の歴史と人物について 有料

ふるさとの
歴史再発見 ・民俗・文化史のコース 11月～ 12月

計４回 70名 大分の民俗と文化史について 有料

ふるさとの
歴史再発見 ・古文書のコース １月～３月

計５回 70名 中・近世文書の解読 有料

ふ れ あ い 歴 史 体 験 講 座
（ 親 子 と 一 般 ）

毎月第１・３土曜日
午前９時30分～
午後２時～　　の２回

各70名

管玉丸玉作り/土笛作り/勾玉作り/粘
土はにわ作り/和凧作り/土偶作り/土
の鈴作り /縄文かご編み/土面作り 

有料

古代火起こし体験/遺跡発掘体験/七夕
飾り 無料

昔 の お も ち ゃ で 遊 ぼ う
（ 親 子 と 一 般 ）

５月５日（日）こどもの日
午前９時～午後４時 なし

資料館隣の広い史跡公園で、手作りの
おもちゃ（竹馬、コマ、お手玉等）で
遊ぶ

無料

勾 玉 作 り 教 室
（ 親 子 と 一 般 ）

７月20日（土）、７月21日（日）
11月23日（土）、11月24日（日）
午前９時～　午後１時～

なし 事前申し込み不要で、好きな時間に勾
玉作りを体験する 有料

夏休みジュニア歴史探険
（ 小 ４ ～ 中 学 生 ）

８月１日（木）
午前９時30分～
午後３時30分

50名
小中学生を対象に、館内をめぐる歴史
探険や学芸員のしごと体験、オリジナ
ル勾玉作りなどの活動を実施する

有料

歴 史 教 育 研 修
（小中学校教職員対象）

８月７日（水）、22日（木）
午前９時～ 12時 応募 館内見学/体験活動実践講習

講義（市内指定文化財） 無料

展 示 解 説 講 座 開催期間中頃の日曜日
午後２時～ 各70名 展示品を解説し、会場を案内する

テーマ展・特別展ごとに各１回開催 無料

⑹　利用状況
　①　利用者数

年　度
入館者 講座室等利用者

合　計
大　人 小中高生 大　人 小中高生

平成20年度 8,171 13,425 8,819 13,670 44,085
平成21年度 10,544 12,672 7,912 11,331 42,459
平成22年度 9,440 13,467 8,023 11,527 42,457
平成23年度 7,181 11,437 8,268 14,954 41,840
平成24年度 7,196 14,010 7,138 14,681 43,025

　②　利用状況（平成24年度）

区分
観　覧　者 講座室利用者 移動

講座 合計
個人 団体 一般 講座・体験

大　人 4,256 2,940 40 5,290 1,808 14,334
中高生 94 165 

0 10,743 3,938 28,691
小学生 841 12,910 
合　計 5,191 16,015 40 16,033 5,746 43,025

　③　各種講座参加者数（平成24年度）
講　　座　　名 延回数 参加者数

ふるさとの
歴史再発見

歴 史 の コ ー ス 6回 353人
考 古 の コ ー ス 6回 332人
民俗・文化史のコース 4回 180人
古 文 書 の コ ー ス 6回 307人

ふ れ あ い 歴 史 体 験 講 座 20回 1053人
昔 の お も ち ゃ で 遊 ぼ う 1回 251人
勾 玉 作 り 教 室 4回 944人
ジ ュ ニ ア 歴 史 探 険 2回 30人
展 示 解 説 講 座 6回 161人

合　　　　計 55回 3,611人
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　④　企画展入館者数（平成24年度）
名　　　　称 期　　　　間 入館者数

第31回特別展
「大分どんなとこ　こんなとこ　
　　　　　　　　　　　－世界図・日本図の中の大分－」

10月19日（金）～ 11月25日（日）
（開館日数　38日間） 6,538人

 記念講演　「古地図にみる大分」 11月11日（日） 55人

テーマ展示Ⅰ　「絵画にみる物語」 ４月21日（土）～７月２日（月）
（開館日数　63日間） 3,222人

テーマ展示Ⅱ　「学校の下にねむる遺跡」 ７月14日（土）～９月30日（日）
（開館日数　66日間） 4,117人

テーマ展示Ⅲ　「くらしの道具　今むかし」 12月15日（土）～２月３日（日）
（開館日数　38日間） 2,389人

テーマ展示Ⅳ　「資料館のお宝」 ２月16日（土）～４月７日（日）
（開館日数　42日間） 2,279人

⑺　調査研究（平成24年度）
①　平成24年度特別展調査

　平成24年度の特別展「大分どんなとこ　こんな
とこ－世界図・日本図の中の大分－」の予備調査
を神戸市立博物館、堺市博物館にて行った。

②　市内、県内の考古・歴史・民俗資料調査
　資料館に寄せられる情報をもとに、資料の収集
と記録保存を目的とした調査を随時行った。

⑻　資料収集（平成24年度）
　展示・保存・研究のため、寄贈・寄託・購入等の
方法で、資料の収集につとめている。平成24年度の
主な収集資料は以下のとおりである。
①　購入資料　　豊後府内城図　１舗
　　　　　　　　転并類族之書出　１冊
　　　　　　　　七十一番職人歌合　１冊
　　　　　　　　諸家留守居蔵元名代用達名寄帳　

１冊
　　　　　　　　豊後各温泉案内図　５枚
②　寄贈資料　　靖国之絵巻　１冊
　　　　　　　　 千葉市小仲合町留守業務局第十四

方面軍残務整理部安否回答
ほか書簡２通

　　　　　　　　六年式防空用防毒面　ほか28点
　　　　　　　　終戦の御詔勅コピー　ほか７点

⑼　刊行物（平成24年度）
　①　資料館ニュース　NO.99 ～ 102号
　②　特別展図録
　③　特別展ポスター・チラシ
　④　平成25年度　大分市歴史資料館総合案内

⑽　利用案内
　開館時間　午前９：00 ～午後５：00
　　　　　　（入館は午後４：30まで）
　休 館 日　毎週月曜日（祝日の場合は開館）
　　　　　　 ただし、毎月第１月曜日は開館し、翌火

曜日が休館（祝日の場合は開館）
　　　　　　祝日の翌日（土・日曜の場合は開館）
　　　　　　年末年始（12月28日～１月４日）
　観 覧 料　大　　　人　200円（団体150円）
　　　　　　高　　校生　100円（団体50円）
　　　　　　中学生以下　無料
　　　　　＊団体は20名以上
　　　　　＊特別展開催中は別料金になることがある
　講 座 室　第１講座室　　１時間　150円
　　　　　　第２講座室　　１時間　100円
　　　　　＊一室として利用することも可
　　　　　＊冷暖房を使用する場合は4割増しとする
　交通機関
　　ＪＲ久大本線　　豊後国分駅下車　徒歩２分

歴 史 資 料 館
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４　大分市美術館
所在地　大分市大字上野865番地

電　話　554-5800
ＦＡＸ　554-5811

⑴　運営方針
　大分市美術館は、緑豊かな上野丘公園内に位置
し、「たのしんで・みて・まなぶ美術館」として、
だれもが気軽に美術を楽しめる場と機会を提供して
いる。年間を通じて所蔵の美術品が鑑賞できるコレ
クション展（常設展）やさまざまな分野の優れた美
術を紹介する特別展の開催、各種講座・講演会の開
催など、子どもから大人までが幅広く楽しめる生涯
学習施設としての美術館運営をめざしている。
　また、特色ある地域の美術文化情報を広く発信す
るとともに、開かれた美術館として市民との協働に
よる運営を推進する。

⑵　施設の概要
　平成11年２月　　開館
　敷 地 面 積　　　129,837㎡（上野丘公園全体）
　建 築 面 積　　　6,570.65㎡
　延 床 面 積　　　9,036.48㎡
　展示室面積　　　2,097.81㎡
　構　　　造　　　鉄筋コンクリート造・一部鉄骨
　　　　　　　　　鉄筋コンクリート造２階建

⑶　収集方針
　① 　豊後南画をはじめ、大分市にゆかりのある作家

の優れた作品
　② 　美術史的展望に立ち、近・現代を中心とした芸

術的に価値のある内外の作品
　③ 　将来方向として重視される環太平洋地域の美術

についての作品
　④　歴史的文化遺産として貴重な美術資料

⑷　コレクション展（常設展）（平成25年度）
　展示室１～４では、コレクションを中心とした企
画により、年間４回（展示室２は６回）の展示を行う。
展示室１ 　福田平八郎や髙山辰雄など、近代・現代

の日本画を中心に紹介する。
展示室２ 　近世の絵画や田能村竹田、帆足杏雨など

の豊後南画等を紹介する。
展示室３ 　佐藤敬や江藤哲など、近代・現代の洋画

等を紹介する。
展示室４ 　生野祥雲斎の竹工芸作品を中心に紹介す

る。
展示室１ ～４　［サマー企画］アート・ワンダーラ

ンド2013を開催し、全室共通のテーマのも
とに所蔵作品を紹介する。

展示室１
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展示室１ 展示室２ 展示室３ 展示室４
１月５日（土）～ ４月14日（日）

特集展示　生誕120周年記念
福田平八郎とその交流の画家たち

１月５日（土）～４月14日（日）
多様な現代美術の動向

１月５日（土）～４月14日（日）
竹による室内装飾

４月16日（火）～７月７日（日）
日本画に描かれた名勝

４月16日（火）～５月26日（日）
節句の「祝画」 ４月16日（火）～７月７日（日）

佐藤敬－戦後の素描
４月16日（火）～７月７日（日）
工芸にみるかたち
－生野祥雲斎と河合誓徳５月28日（火）～７月７日（日）

筆と墨の美
７月９日（火）～９月23日（月）
［サマー企画］　アート・ワンダーランド2013　ボクが　ワタシが　□□□　をみた夏

９月25日（水）～１月６日（月）
首藤雨郊・高倉観崖・牧皎
堂が活躍した時代
－大正期から昭和前期の美
術

９月25日（水）～11月10日（日）
金箔と金泥 ９月25日（水）～１月６日（月）

江藤哲
－1980年代の風景画を中心
に

９月25日（水）～１月６日（月）
暮らしの中の工芸

11月12日（火）～１月６日（月）
没後120年　平野五岳

１月８日（水）～４月13日（日）
花鳥画の世界

１月８日（水）～２月16日（日）
近代の南画－明治期を中心
に １月８日（水）～４月13日（日）

人物を描く
－片多、権藤､ 佐藤敬ほか

１月８日（水）～４月13日（日）
竹を編む技術

２月18日（火）～４月13日（日）
近代の南画－大正・昭和前
期を中心に

⑸　特別展（平成25年度）
タイトル　会期 主　　催 趣　　　　　　　　　　旨

佐藤敬展
戦時下における苦悩と創造
４月10日（水）～５月６日（月）

大分市美術館

　佐藤敬（1906 ～ 78は大分市出身）は、仏留学中の1932年、
帝展で特選を受賞。
　1934年に帰国後、日中戦争、太平洋戦争から敗戦に至る激
動の時代の中で、官展からの離脱、新制作派協会の創立、従
軍画家として戦地に赴くなど、時代と対峙しながら、新たな
絵画への挑戦を続けました。
　本展ではこうした敬の活動を1930 ～ 40年代の作品を中心
に紹介します。

郷土在住作家展Ⅶ
詫間夢鳳展
５月10日（金）～６月２日（日）
渡辺恭英展
６月７日（金）～６月30日（日）

大分市美術館

　「郷土在住作家展」の第７弾。前期は、全国水墨研究会理
事、大分県水墨画協会長として精力的に発表を続ける水墨画
家詫間夢鳳（1931 ～）｡
　後期は、第８代大分県美術協会長で、大分県芸術文化振興
会議理事長として県美術界を牽引し続ける洋画家渡辺恭英
（1936 ～）を、各作品及び関連資料により紹介します。

草間彌生
永遠の永遠の永遠
７月12日（金）～ 10月20日（日）

大分市美術館
OAB大分朝日放送
朝日新聞社
「草間彌生　永遠
の永遠の永遠」展
実行委員会

　水玉と網目模様の作品で知られる、世界的な現代美術家・
草間彌生（1929 ～）｡
　その創造世界の最先端の状況を、2000年代半ばから始めた
絵画シリーズ「愛はとこしえ」、「わが永遠の魂」、さらには、
最新作の巨大彫刻など約100点により紹介します。

シャガール展
10月29日（火）～ 12月８日（日）

大 分 市 美 術 館 
大 分 合 同 新 聞 社 
シャガール展実行
委員会

　ロシアに生まれ、パリに出て、20世紀を代表する画家の一
人となったマルク・シャガール（1887－1985）。
　本展では、神話、サーカス等を題材としたシャガールの代
表的な版画、及び油彩画作品により、多くの人々を今もなお
引きつける、幻想的で慈愛に満ちた、その独特の芸術世界を
紹介します。

第62回高文連
美術・書道・写真　中央展
12月12日（木）～ 23日（月）

大分市美術館
大分県高等学校文
化連盟

　大分県内高等学校で学ぶ生徒たちが制作した作品（美術・
書道・写真）を展示し、紹介します。
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タイトル　会期 主　　催 趣　　　　　　　　　　旨

大分・武漢合同美術展
１月10日（金）～２月16日（日）

大分武漢美術友好
交流促進実行委員
会

　平成23年度から実施している武漢美術友好交流事業の成果
の一端を紹介する展覧会。　
　友好交流事業に参加した大分市及び武漢市在住の美術作家
の作品を展示し、両市における現在の美術動向を紹介します。

第48回大分市美術展
２月28日（金）～３月23日（日）

大分市
大分市教育委員会
大分市美術展運営
委員会

　洋画・版画、日本画、書、写真、彫刻、工芸、デザイン７
部門の作品を全国から公募し、全作品を紹介します。

⑹　各種講座・講演会（平成25年度）
　特別展関連講座

講　　座　　名 期日・期間 定　員 内　　　　　容
展示解説 展覧会会期中毎週水曜日 各20名程度 美術館職員等による展示解説
「詫間夢鳳展 作家トーク」 ５月18日（土） 80名 特別展関連講演会
「渡辺恭英展 作家トーク」 ６月22日（土） 80名 特別展関連講演会
「草間彌生の世界」 ９月28日（土） 120名 特別展関連特別講演会
「草間彌生－無限から永遠へ」 10月12日（土） 120名 特別展関連講演会
映画上映会「≒草間彌生　私大好き」９月21日（土）、10月５日（土）120名×２回 アート・ドキュメンタリー上映

　美術・芸術講座
講　　座　　名 期日・期間 定　員 内　　　　　容

実技講座「水墨画入門」 ５月25日（土） 20名 水墨画基礎技術指導
芸術・文化講座「カラーセラピー」10月19日（土） 20名 色を使って心身の状態を改善する講座
芸術・文化講座
「カメラを持って森散歩」 11月30日（土） 20名 上野の森でデジカメの撮影を学ぶ

アートカレッジ
10月３日（木）､ 11月14日（木）
12月５日（木）､１月16日（木）
２月６日（木）

80名×５回 美術館コレクション展を楽しみながら、
美術に関する講義と展覧会解説を受ける

　子どものための講座
講　　座　　名 期日・期間 定　員 内　　　　　容

ゴールデンウィーク子ども講座 ５月３日（金）、４日（土）40名×２回 「でんぐり紙でアート」

夏休み子ども講座

７月24日（水）～７月26日（金）
７月31日（水）～８月２日（金）
８月７日（水）～８月９日（金）
８月16（金）､ 19（月）､ 20（火）
８月21日（水）～８月23日（金）

50名×３回
50名×６回
50名×６回
30名×６回
50名×６回

「楽しいな！らくらく工作（パート４）」
「ウィンド・ベル（風鈴）」づくり              
「ねんどdeランチボックス」づくり
「美術館バックヤード・ツアー｣
「ボックス万華鏡づくり」

秋の子ども講座 11月23日（土）、24日（日）40名×２回 「クリスマスリースづくり｣

美術館出前教室 10月10日～ 12月５日
７回

市内小中学
校対象

学校における絵画の鑑賞教室
学校に講師を派遣する実技教室

　市民との協働講座等
講　　座　　名 期日・期間 定　員 内　　　　　容

美術館ボランティア研修講座 年６回 85名×６回 美術館で活動するボランティアの研修
美術館ボランティア養成講座 年６回 50名×６回 新人ボランティアを養成する講座

美術館で音楽会 ７月20日～８月31日の
毎土曜日午前と午後 80名×12回 応募による市民の演奏

「ギャラリートーク」 毎週土曜日 － ボランティアによるコレクション（常設）
展案内

「第１月曜日は美術館で楽しもう！」４月～３月の第１月曜日 － ボランティアによるワークショップ



－ 88 －

大分市美術館

⑺　美術館ボランティア
　概　略

　美術館ボランティアは、大分市美術館の教育普及
活動の諸事業に係わりながら個々の芸術・美術に関
する教養を高めると共に、市民文化の発展に寄与す
ることを目的とする。
①　活動 

　美術関係資料の収集整理、所蔵作品の解説、
ワークショップの実施、その他展覧会諸事業への
協力など。

　②　研　修
　大分市美術館美術振興課職員による所蔵作品関
連の研修、講師招聘による美術史の研修など。

⑻　調査研究
　①　美術作品等の調査研究

　大分ゆかりの作家、日本及び諸外国の近現代芸
術、歴史的文化遺産など大分市美術館の収集方針
に沿った美術作品及び関連する美術作品、資料等
の調査、研究を行う。

　②　展示、保存に関する調査研究
　特別展、常設展でより効果的に展示する技術、
方 法や所蔵作品のより安全な保管技術、方法に
ついて調査、研究を行う。

　③　教育普及活動に関する調査研究

所蔵作品の解説をするボランティア

⑼　利用状況（平成24年度）
　１．観覧者
　①　総観覧者

区　分 常設展 特別展 計

一 般
人 人 人

30,009 90,410 120,419
高・ 大 生 2,926 4,042 6,968
小・ 中 生 47,896 47,658 95,554

計 80,831 142,110 222,941

　②　特別展観覧者
展覧会名 期　　間 観覧者

加納光於展 平成24年４月10日
～５月13日

人
3,022

郷土在住作家展Ⅵ　
波多野義孝展

５月18日
～６月８日 2,320

郷土在住作家展Ⅵ　
佐藤昇展

６月14日
～７月５日 2,018

岡村剛一郎のダンボー
ルアート遊園地

７月13日
～９月２日 88,737

佐脇健一展 ９月11日
～ 10月21日 6,747

生誕90周年記念
山下清展

11月１日
～ 12月16日 24,182

生誕100年記念
髙山辰雄展

12月20日～
平成25年２月３日 7,899

第61回高文連
美術・書道・写真中央展

平成25年２月８日
～２月17日 1,564

第47回　大分市美術展 ３月１日
～３月24日 5,621

計 265日 142,110

　２．研修室
利用件数 利用者数

　　　　150　　　　件 　　　　8,469　　　　人
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⑽　利用案内
開館時間　 午前10：00 ～午後６：00（入館は午後

5：30まで）
休 館 日　月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）
　　　　　※ 第１月曜日は開館し、翌日の火曜日が

休館（ただし、特別展会期中の火曜日
は開館します。）

　　　　　年末年始（12月28日～１月４日）
観 覧 料　コレクション展（常設展）
　　　　　一　　　般　300円（団体250円）
　　　　　高・大学生　200円（団体150円）
　　　　　小・中学生　無料
　　　　　障がい者 （身体障害者手帳等提示）全額

減免
　　　　　※団体は20名以上
　　　　　特別展
　　　　　　 その都度決定（コレクション展（常設

展）と共通）
研 修 室　使用料　１時間　　1,050円
　　　　　※ 冷暖房を使用する場合は４割増しとす

る。
■交通機関
　バ　　ス　 ＪＲ大分駅北口（府内中央口）「大分

駅前３番」乗り場から大分バス「大分
市美術館」行き約10分。

　タクシー　 ＪＲ大分駅南口（上野の森口）から約
５分。

　車　　　　大分自動車道／大分ＩＣから約10分。

象「遊星散歩（安藤　泉作）」

５　アートプラザ
所在地　大分市荷揚町3番31号

電　話　538-5000
ＦＡＸ　538-5060

⑴　運営方針
　ゆとりと豊かさあふれる生涯学習社会をめざし、
新しい文化の創造と発信が積極的に行われる場とし
て、気軽に利用できるよう市民サービスにつとめる。
　また、大分市出身の世界的建築家磯崎新氏建築作
品の模型や資料の展示を行い、建築理念や思想など
を広く紹介する。

⑵　指定管理者制度の導入
　①　目的

　平成19年４月から指定管理者制度を導入するこ
とにより、民間事業者の有するノウハウを活用
し、市民サービスの向上と行政コストの縮減、及
び新たな雇用の創出による地域の振興を図る。

　②　指定期間及び指定管理者
　平成25年４月１日～平成28年３月31日
　　アートプラザ共同事業体

⑶　施設の概要
　①　沿　革

　昭和41年（1966）５月　 大分県立大分図書館（磯
崎新氏設計）として竣
工

　昭和43年（1968）４月　建築年鑑賞受賞
　平成６年（1994）８月　 大分県立大分図書館新

築移転のため閉館
　平成７年（1995）４月　 大分市が無償貸与を受

ける
　平成10年（1998）２月　アートプラザ開館

　②　概　要
　敷地面積　　3,686.7㎡
　建築面積　 1,599.94㎡
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　延床面積　 4,081.55㎡
　構　　造　鉄筋コンクリート造
　　　　　　地下１階地上３階

⑷　事業内容
　本館の業務は、貸館業務と常設展示業務に分けら
れる。
①　貸館業務

ア　施設の用途
ア　アートホール（２Ｆ）

　文化・芸術関係団体の展覧会場として、ま
た、各種文化講演会や催事の会場として利用
できる。

イ　ギャラリーＡ・Ｂ（１Ｆ）
　主として個人やグループによる絵画・書・
写真などの創作活動の発表の場として利用で
きる。

ウ　研修室（２Ｆ）
　芸術・文化に関する会議や研修会や講座な
どに利用できる。

エ　実技室（２Ｆ）
　比較的大きなプレス機を設置して各種版画
ができるように準備している。その他多様な
芸術活動にも対応できる。

　　イ　施設紹介
面積 展示壁面 天井高 収容人員

アートホール 427㎡ 116ｍ 5.14ｍ 250人
ギャラリーＡ 236㎡ 78ｍ 2.85ｍ
ギャラリーＢ 102㎡ 46ｍ 2.85ｍ
研 修 室 79㎡ 4.66ｍ 70人
実 技 室 77㎡ 4.66ｍ 20人
・ギャラリーＡ・Ｂを同時使用することもできる。
・ 実技室には1.8ｍ×0.9ｍの作業台が６台あり、水

道も設置している。
　②　常設展示業務
　　ア 　磯崎新建築模型展示業務（３Ｆ及び２Ｆ60's

ホール）
　磯崎新氏が設計した建築物の精密な模型や資
料などを、随時展示替えを行いながら常設展示
する。

　　イ　現代美術作品常設展示業務（２Ｆ60'sホール）
　1960年代前半に活動した前衛芸術家グループ
「ネオ・ダダ」を中心とする現代美術の所蔵作
品を、随時展示替えを行いながら常設展示する。

　　ウ　施設紹介及び展示内容
ア　磯崎新建築展示室・60'sホール

　展示室は12㎡から111㎡の９つの部屋に分
かれており、主要建築模型は60'sホールの一

部を使用し展示している。

〈60'sホール〉 ・ティーム・ディズニー・ビルディング（断面模型）
　　　　　　・シュトゥットガルト現代美術館（完成模型）
　　　　　　・シンセン国際交易広場（完成模型）
　　　　　　・海市計画（完成模型）
　　　　　　・トリノ・パラホッケー（完成模型）
〈展示室１〉 ・証大ヒマラヤセンター（デザイン検討模型）
　　　　　　・カタール国立コンベンションセンター（概念模型）
〈展示室２〉 ・新宿計画（完成模型）
　　　　　　・大分県立大分図書館＋大分県医師会館（完成模型）
　　　　　　・建築空間（部分模型）
　　　　　　・９つの住宅（完成模型）
〈展示室３〉 ・コンピューター・エイディッド・シティ（完成模型）
　　　　　　・福岡シティ銀行本店（完成模型）
　　　　　　・北九州市立美術館＋アネックス（完成模型）
　　　　　　・北九州市立中央図書館（完成模型）
　　　　　　・西日本総合展示場＋北九州国際会議場（完成模型）
〈展示室４〉 ・つくばセンタービル（完成模型）
　　　　　　・水戸芸術館（構造模型）
　　　　　　・EXPO'90国際陳列館（完成模型）
　　　　　　・武蔵丘陵カントリー倶楽部（完成模型）
　　　　　　・ハラ・ミュージアム・アーク（構造模型）
　　　　　　・富山県立山博物館（構造模型）
〈展示室５〉 ・西脇市岡之山美術館（完成模型）
　　　　　　・奈義町現代美術館（完成模型）
　　　　　　・豊の国情報ライブラリー（完成模型）
　　　　　　・奈良市民ホール（なら100年会館）（断面模型）
〈展示室６〉 ・スケッチブック
〈展示室７〉 ・スケッチブック
　　　　　　・京都コンサートホール（ドローイング）
　　　　　　・スナップ写真
〈展示室８〉 ・ロス・アンジェルス現代美術館（シルクスクリーン）
　　　　　　・P3コンファレンス寄書
　　　　　　・P3コンファレンス集合写真

展示室2
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〈展示室９〉 ・スケッチブック
イ　60'sホール 

　奥へ向かって２段階に上昇していく床面
と、重厚な梁の架かる左右の広い壁面とが、
独特の緊張感に溢れた空間を生み出してい
る。頂部の各所からは間接光が降り注ぐ。大
型の現代美術作品を展示する。

作家名 作　品　名 制作年
1 小林　正徳 銀座画廊前の作家たち 1960
2 藤倉　明治 野外の篠原有司男と吉村益信 1960
3 石松　健男 吹き抜けの作品 1960
4 石黒　健治 日比谷画廊での記念撮影 1960
5 石松　健男 銀座の吉村益信と升沢金平１ 1960
6 吉村　益信 VOID ６ 1962/96
7 吉村　益信 ネオン雲プラン１ 1967
8 吉村　益信 月の人（II） 1990-94
9 吉村　益信 四次元の影としての三次元の影 1983
10 石松　健男 訪問者 磯崎新 ホワイトハウス 1960
11 石松　健男 会場風景　ホワイトハウス 1960
12 石松　健男 第２回展パーティー 1960
13 石松　健男 篠原有司男　ホワイトハウス 1960
14 石松　健男 赤瀬川原平 1960
15 石松　健男 銀座の升沢金平 1960
16 石松　健男 ヴァギナのシーツを纏う風倉匠 1960
17 風倉　　匠 空隙物語 1962－1963
18 風倉　　匠 ホワイトクロス 1977
19 風倉　　匠 ホワイトクロス 1977
20 石松　健男 0分00秒の肖像 1995
21 石松　健男 ピアノを打つ ２ 1994
22 篠原有司男 モーターサイクル・ヴァン・ゴッホ 1991

⑸　利用案内
　①　開館時間 

　午前９時から午後10時まで（ただし３階磯崎新
建築展示室は午後６時まで）

　②　開館日
　年末年始（12月28日～１月３日）を除く全日

　③　使用料

４月・５月・10月・11月料金 冷 暖 房
期間中料金

アートホール
　　　　   （427㎡）

１日（９時～22時）9,500円 13,300円
１時間 1,150円 1,610円

研修室　　  （79㎡）１時間 690円 960円
実技室　　  （77㎡）１時間 210円 290円
市民ギャラリー（338㎡）１日（９時～22時）7,500円 10,500円

Ａ室　（236㎡）１日（９時～22時）5,250円 7,350円
Ｂ室　（102㎡）１日（９時～22時）2,250円 3,150円

磯崎 新　建築展示室 観　覧　無　料

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
の部分は冷暖房期間です。

　④　受付方法
・ 使用日の属する月６ヶ月前から、受付を行う。

ただし、芸術・文化活動以外の会議や研修など
は３ヶ月前から受付を行う。
また、5日以上連続して行う展覧会について
は、12 ヶ月前から受付を行う。

・ 受付、空き情報の問い合わせは、年末年始の休
館日を除く日の午前９時から午後10時まで。

・電話等による仮押さえは不可。
・ 使用料は、使用許可の際に納入。

⑹　利用状況
（平成24年度）

項　目 市民ギャ
ラリーＡ

市民ギャ
ラリーＢ

アート
ホール 実技室 研修室

利用日数 313 308 316 334 304
利用率（％） 87 86 88 93 87

60'sホール


